
�
渡
辺
ふ
き
子
（
公
明
党
）

日
本
人
の
死
因
の
第
１
位
は
が
ん

で
、
男
性
は
肺
が
ん
、
女
性
は
大
腸

が
ん
が
ト
ッ
プ
で
あ
る
が
、
女
性
の

肺
が
ん
も
増
加
し
て
い
る
。
ア
市
の

肺
が
ん
検
診
は
一
部
自
己
負
担
と
な

っ
た
が
、
胃
が
ん
検
診
と
合
わ
せ
て

受
診
で
き
、
日
数
も
拡
充
し
た
。
成

果
に
つ
い
て
問
う
。
イ
乳
が
ん
患
者

の
70
％
は
自
己
検
診
で
見
つ
か
っ
て

�

紀
由
紀
子
（
公
明
党
）

❶
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た

る
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
に
つ
い
て
、

ア
妊
娠
期
か
ら
の
支
援
を
手
厚
く
行

う
た
め
、
母
子
手
帳
を
発
行
し
、
保

健
師
や
助
産
師
が
妊
娠
出
産
に
関
す

る
心
配
ご
と
や
不
安
に
つ
い
て
の
相

談
に
応
じ
、
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス

の
情
報
提
供
も
行
う
、
子
育
て
世
代

を
総
合
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
日
本
版

�

水
上
洋
志
（
日
本
共
産
党
）

❶
図
書
館
建
設
の
今
後
の
方
針
に

つ
い
て
問
う
。
ア
市
庁
舎
と
の
複
合

化
計
画
と
の
関
係
で
今
後
ど
う
検
討

す
る
の
か
。
イ
以
前
の
「
図
書
館
運

営
方
針
」
の
施
設
配
置
方
針
「
６
館

構
想
」
を
具
体
化
し
な
い
か
。
ウ
東

小
金
井
駅
北
口
土
地
区
画
整
理
事
業

用
地
内
ま
ち
づ
く
り
事
業
用
地
に
、

図
書
館
な
ど
の
施
設
の
建
設
を
具
体

�

関
根
優
司
（
日
本
共
産
党
）

は
け
の
自
然
と
住
民
生
活
を
破
壊

す
る
、
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・
11

号
線
と
３
・
４
・
1
号
線
に
つ
い
て
、

住
民
に
対
し
て
ど
う
応
え
よ
う
と
し

て
い
る
の
か
。

沖
縄
県
の
翁
長
知
事
は
、
日
米
安

保
条
約
に
基
づ
く
基
地
建
設
に
対
し

て
、
県
民
の
声
を
代
表
し
て
き
っ
ぱ

り
反
対
し
て
お
ら
れ
る
。
ま
た
、
鹿

�

小
林
正
樹
（
公
明
党
）

❶
本
市
の
事
業
継
続
計
画
（
地
震

編
）
が
完
成
し
た
。
シ
ス
テ
ム
の
復

旧
な
く
し
て
業
務
復
旧
は
難
し
い
。

ア
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
特
化
し
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
計
画

の
整
備
が
必
要
で
は
な
い
か
。
イ
災

害
時
の
相
互
応
援
協
定
を
結
ん
で
い

る
遠
隔
４
都
市
と
、
ダ
イ
レ
ク
ト
な

人
員
確
保
や
デ
ー
タ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
な
ど
を
行
う
準
備
が
で
き
な
い
か
。

�

渡
辺
大
三
（
リ
ベ
ラ
ル
保
守
）

❶
ア
現
在
、
本
庁
舎
は
２
千
700
㎡
、

第
二
庁
舎
は
６
千
㎡
、
合
わ
せ
て
８

千
700
㎡
の
床
面
積
と
な
っ
て
い
る
。

理
想
論
で
言
え
ば
１
万
２
千
㎡
だ
が
、

お
金
が
な
い
中
、
市
民
に
は
迷
惑
を

掛
け
ら
れ
な
い
。
８
千
700
㎡
で
用
は

足
り
る
。
床
面
積
の
縮
減
を
決
断
し

な
い
か
。
イ
蛇
の
目
ミ
シ
ン
工
場
跡

地
北
側
の
高
架
下
（
Ｊ
Ｒ
所
有
）
は

い
る
。
自
己
検
診
方
法
の
周
知
を
行

う
べ
き
。
日
本
人
に
多
い
高
濃
度
乳

房
は
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
で
は
が
ん

が
見
つ
か
り
に
く
い
。
超
音
波
検
診

を
選
択
で
き
な
い
か
。
ウ
胃
が
ん
や

前
立
腺
が
ん
は
、
わ
ず
か
な
血
液
検

査
で
リ
ス
ク
が
発
見
で
き
る
。
近
隣

の
９
市
中
５
市
で
導
入
し
て
い
る
前

立
腺
の
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
や
胃
の
ピ
ロ
リ

菌
検
査
を
取
り
入
れ
な
い
か
。

ネ
ウ
ボ
ラ
（
子
育
て
支
援
拠
点
）
で

あ
る
マ
タ
ニ
テ
ィ
・
ベ
ビ
ー
相
談
室

を
開
設
し
な
い
か
。
イ
第
１
回
定
例

会
で
も
質
問
し
た
が
、
妊
娠
期
の
胎

児
の
成
長
や
母
体
の
情
報
、
出
産
後

か
ら
育
児
中
の
乳
児
の
状
態
や
子
育

て
ア
ド
バ
イ
ス
、
予
防
接
種
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
が
メ
ー
ル
で
届
く
子
育
て

応
援
メ
ー
ル
の
配
信
を
行
わ
な
い
か
。

福
祉
保
健
部
長　

ア
検
討
し
て
い

化
し
な
い
か
。

図
書
館
長　

ア
図
書
館
の
在
り
方
、

将
来
像
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
で
き
る
だ
け
近

い
う
ち
に
図
書
館
協
議
会
に
意
見
を

伺
う
機
会
を
つ
く
る
。
イ
図
書
館
運

営
方
針
の
改
定
で
施
設
配
置
は
盛
り

込
ま
な
か
っ
た
た
め
、
現
在
、
図
書

館
の
施
設
配
置
方
針
は
持
っ
て
い
な

い
。
将
来
像
を
つ
く
る
上
で
、
検
討

児
島
県
の
三
反
園
知
事
も
、
住
民
の

声
を
代
表
し
て
川
内
原
発
を
一
時
停

止
し
、
原
発
の
安
全
性
を
再
点
検
、

再
評
価
す
る
こ
と
を
九
州
電
力
に
求

め
て
お
ら
れ
る
。

小
金
井
市
の
西
岡
市
長
も
、
市
民

代
表
と
し
て
、
住
民
、
地
権
者
の
声

を
都
に
届
け
、
こ
の
都
市
計
画
道
路

計
画
が
根
拠
の
な
い
も
の
で
あ
る
と

明
白
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
住
民
、

ウ
実
行
可
能
な
計
画
に
す
る
た
め
に
、

事
業
継
続
計
画
の
実
施
訓
練
を
行
わ

な
い
か
。

企
画
財
政
部
長　

ア
予
期
せ
ぬ
緊

急
事
態
に
遭
遇
し
た
場
合
の
対
応
に

つ
い
て
は
ま
だ
課
題
も
あ
り
、
対
策

が
遅
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

総
務
部
長　

ア
ご
指
摘
を
踏
ま
え
、

早
速
研
究
を
し
た
い
。
イ
自
治
体
同

士
で
直
接
人
員
の
や
り
取
り
を
行
い

現
在
使
わ
れ
て
い
な
い
。
市
が
、
Ｊ

Ｒ
と
協
議
の
上
、
一
体
と
し
て
活
用

し
て
い
く
こ
と
を
考
え
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

企
画
財
政
部
長　

ア
コ
ス
ト
を
削

減
で
き
る
よ
う
に
創
意
工
夫
を
行
う

こ
と
は
必
要
。
床
面
積
縮
小
や
コ
ス

ト
削
減
に
係
る
議
論
は
、
基
本
計
画

の
改
定
に
当
た
っ
て
取
り
組
む
べ
き

も
の
と
考
え
て
い
る
。
イ
整
備
に
取

福
祉
保
健
部
長　

ア
実
施
日
数
が

４
日
か
ら
37
日
に
な
り
、
受
診
者
数

は
198
人
か
ら
千
66
人
と
な
っ
た
。
喫

煙
等
に
よ
る
影
響
等
も
知
ら
せ
、
健

康
増
進
に
努
め
た
い
。
イ
乳
が
ん
自

き
た
い
。

市
長　

イ
精
い
っ
ぱ
い
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
。

❷
脳
脊
髄
液
減
少
症
の
周
知
に
つ

い
て
問
う
。
平
成
28
年
４
月
よ
り
硬

が
必
要
と
考
え
る
。

生
涯
学
習
部
長　

ウ
ま
ち
づ
く
り

事
業
用
地
整
備
活
用
計
画
に
学
習
図

地
権
者
と
と
も
に
反
対
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

市
長　

当
該
２
路
線
に
関
し
て
、

小
金
井
市
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
多
数

の
声
や
陳
情
な
ど
と
議
会
の
声
を
届

け
て
き
た
。
そ
し
て
、
そ
の
意
思
を

尊
重
し
、
私
は
こ
れ
を
受
け
、
３
月

22
日
に
は
直
接
東
京
都
に
出
向
き
、

考
え
方
を
伝
え
た
。

私
と
し
て
も
、
地
元
へ
の
配
慮
を

欠
い
た
事
業
着
手
に
つ
い
て
は
、
両

路
線
と
も
希
望
す
る
こ
と
は
な
い
。

都
か
ら
事
業
化
に
つ
い
て
の
相
談
が

あ
っ
た
際
に
は
、
十
分
に
調
整
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

た
い
。
ウ
計
画
作
成
時
か
ら
検
討
は

し
て
き
た
。
情
報
シ
ス
テ
ム
関
連
の

被
害
を
想
定
し
た
訓
練
の
必
要
性
も

改
め
て
感
じ
た
。
外
部
の
協
力
を
得

な
が
ら
訓
練
を
実
施
し
た
い
。

❷
既
に
公
共
施
設
に
設
置
さ
れ
て

い
る
機
器
を
活
用
し
て
、
市
民
の
方

が
、
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
を
利
用
で
き
る
よ

う
に
で
き
な
い
か
。

企
画
財
政
部
長　

地
域
安
全
課
、

公
共
施
設
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
業
部
会

で
協
議
、
検
討
し
た
い
。

■
そ
の
他
、
父
子
手
帳
や
イ
ク
ボ
ス

宣
言
等
、
父
親
の
子
育
て
参
加
の
推

進
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

り
掛
か
る
段
に
お
い
て
適
切
な
協
議

が
必
要
と
考
え
る
。

❷
小
池
都
知
事
に
、
舛
添
前
知
事

が
現
地
を
見
な
い
で
勝
手
に
優
先
整

備
路
線
に
決
め
た
「
都
道
２
路
線
計

画
」
の
見
直
し
要
請
を
す
べ
き
で
は

な
い
か
。
小
池
都
知
事
は
、
都
知
事

選
挙
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
「
実
際
に
巡

視
し
、
不
適
切
だ
と
判
断
さ
れ
る
場

合
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
見
直
し
を

進
め
る
」
と
回
答
し
て
い
る
。

都
市
整
備
部
長　

市
と
し
て
は
、

地
元
へ
の
配
慮
を
欠
い
た
事
業
着
手

は
希
望
し
な
い
。
東
京
都
に
も
伝
え

て
い
き
た
い
。

己
検
診
法
の
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
配
布

し
て
い
る
自
治
体

も
あ
る
。
研
究
し

た
い
。
超
音
波
検

診
に
つ
い
て
も
研

究
し
た
い
。
ウ
厚

生
労
働
省
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
で
は
対

策
型
検
診
と
し
て

推
進
し
て
い
な
い
。
研
究
し
た
い
。

■
そ
の
他
、
ス
ト
ー
カ
ー
対
策
の
拡

充
に
つ
い
て
、
不
妊
症
・
不
育
症
対

策
の
助
成
制
度
実
施
に
つ
い
て
質
問
。

げ
た
い
。
怠
け
病
と
誤
解
さ
れ
る
状

況
を
な
く
し
た
い
。」
と
質
問
し
た

が
、
対
応
が
不
十
分
で
あ
る
。

学
校
教
育
部
長　

周
知
し
た
い
。

膜
外
自
家
血
注
入

療
法
（
ブ
ラ
ッ
ド

パ
ッ
チ
）
が
保
険

適
用
と
な
っ
た
。

教
育
現
場
も
含
め

て
周
知
し
な
い
か
。

私
は
、
平
成
23
年

第
１
回
定
例
会
で

も
「
市
民
の
声
を

受
け
治
療
に
つ
な

る
車
用
の
信
号
機
設
置
な
ど
上
申
し

て
い
る
。
東
大
通
り
に
つ
い
て
は
、

横
断
歩
道
を
新
設
予
定
。

書
機
能
が
入
っ
て
い
る
こ

と
は
認
識
し
て
い
る
。

❷
北
大
通
り
、
梶
野
町

一
丁
目
・
二
丁
目
、
ラ
ー

メ
ン
チ
ェ
ー
ン
店
と
ド
ラ

ッ
グ
ス
ト
ア
付
近
の
信
号

機
の
改
善
と
、
東
大
通
り

と
ま
ち
づ
く
り
側
道
の
興

産
店
へ
の
信
号
機
設
置
を
。

都
市
整
備
部
長　

北
大

通
り
は
、
通
学
路
安
全
点

検
で
も
指
摘
を
受
け
て
い

子
育
て
応
援
メ
ー
ル
の

配
信
を
行
わ
な
い
か

「
が
ん
検
診
」の

更
な
る
拡
充
を

ま
ち
づ
く
り
事
業
用
地
に

図
書
館
の
建
設
を

都
市
計
画
道
路
計
画
、

市
長
は
都
に
申
入
れ
を

よ
り
実
効
性
の
あ
る
事
業

継
続
計
画
に
す
る
た
め
に

床
面
積
縮
減
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

で
市
役
所
庁
舎
建
設
を
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